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　　健・康・通・信

 さくらだより さくらだよりご自由にお持ち帰りください

日本医療機能評価機構認定

さくら病院の理念

愛の心と確かな医療技術を以って社会に奉仕する。Vol.32Vol.32
地域の病院・診療所と連携をとるために医療連携室を設けております。
患者様の病気や症状に応じ、“診療所と病院”、“病院と病院”、“病院・診療所と特定機能病院”が
連携を密にし、患者様へ適切な治療を行えるよう、検査・入院体制を整備しています。

「医療連携室」「医療相談室」のご案内

■さくら病院では、セカンドオピニオンのご相談にも
　応じています。まずは、お電話でお問合わせください。

病診・病病連携のご案内【　　　　　　　　　　　】

〒814-0142　福岡市城南区片江4丁目16-15
E-mail:info@sakurahp.or.jp

TEL092-864-1212　FAX092-865-4570
ホームページ：http://www.sakurahp.or.jp/

(12月1 日ホームページを更新いたしました)
(事 務 所   T E L  0 9 2 - 8 0 1 - 7 3 8 6 )

外  来  診  察  表

さくら病院では「医療連携室」と「医療相談室」を２つの柱として相談窓口業務を行っています。

どうぞお気軽にご相談ください。

在宅医療介護センターさくら
医療法人社団　江頭会　さくら病院 社会福祉法人　桜花会

特別養護老人ホーム

高齢者安心ハウス

ライフケアしかた
社会福祉法人　桜花会

ライフケア大手門 あっとほーむ片江桜花会
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セブンイレブン長野町
バス停

■ 地下鉄七隈線
（福大前下車、1番出口より徒歩10分）

■バス（西鉄バス長野町バス停下車）
　西鉄バス系統番号
　（天神方面より）　12,13,14,114,140番
　（西新・飯倉方面より）　95番
　（博多駅方面より）　12,13,16,18,64,114,140番
　（桧原・片江方面より）　 ６，12,13,14,16,18
　　　　　　　　　　64,95番

■車（病院裏手に専用駐車場があります。）
　天神より約30分・堤ICより約５分

病院までの交通アクセス

　

昨
年（
Ｈ
２０
年
）４

月
か
ら
法
律
が
変
わ

り
、
従
来
の
ミ
ニ
ド
ッ

ク
に
か
わ
っ
て
健
診

（
特
定
健
診
）
と
医

師
や
栄
養
士
な
ど
に

よ
る
保
険
指
導
（
特
定
保
健
指
導
）
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
内
臓
脂
肪
症
候

群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
を
治

し
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
、
国
民
の
健

康
を
増
進
す
る
た
め
に
始
め
ら
れ
た
制
度
で

す
。

　

こ
れ
に
よ
り
ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
己
管
理

へ
の
意
識
が
高
ま
る
事
に
よ
っ
て
、
肥
満
や

高
血
圧
・
糖
尿
病
が
少
な
く
な
る
事
を
国
は

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

私
共
は
誰
も
が
自
分
が
健
康
で
元
気
で
生

活
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
が
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
人
生
観
や
生
き
る
価
値
観
は
同
じ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

暮
ら
し
方
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
の
で
、
特

定
保
健
指
導
で
日
常
生
活
の
ス
タ
イ
ル
を
強

制
的
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
は
余
り
気
持
ち
の

良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
健
診
が
自
己
責
任
と
い
う
よ
り
、
自

分
の
生
き
方
に
あ
っ
た
健
康
法
を
み
つ
け
る

自
己
啓
発
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
良
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
是
非
、
特
定
健
診
を
受
け
て
み
て

下
さ
い
。

早田
内科消化器科（肝臓）

「医療連携室」
　患者様へ適切な医療の提供が行えるよう、地域の診療所や病院、
　在宅サービス事業所等との連携に努めています。

「医療相談室」
　退院後の生活に対する不安、福祉や介護サービスについて、経済的な問題、
　入院相談等についての相談を承っています。お気軽にお声をおかけ下さい。
医療連携・相談室　TEL　092-864-1212　FAX　092-865-4570
担当者　　医療連携室長　楠原　浩之　
　　　　　在宅部事務長　南里　幸嗣
　　　　　医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ　小川　美和
　　　　　　　　　　　　松山　章子

相談受付　
　平　日　午前9:00～午後5:00
　土曜日　午前9:00～午後12:30



　

１
月
１９
日
に
入
職
し
ま
し
た
。
だ
か

ら
と
い
っ
て
「
救
急
専
門
」
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

「
専
門
は
何
科
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ

る
と
「
な
ー
ん
も
、
せ
ん
も
ん
」
と
答

え
て
い
ま
す
。

　

一
応
若
い
と
き
は
心
身
医
学
（
心
療

内
科
）
を
九
大
で
９
年
、
山
口
大
で
14

年
間
教
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
赴
任
す
る
前
は
阿
蘇
産
山
村

診
療
所
で
、
聴
診
器
・
血
圧
計
・
心
電

図
を
軸
に
村
民
の
健
康
管
理
を
し
て
い

ま
し
た
。
携
帯
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も

無
縁
の
生
活
で
し
た
。

　

久
保
九
大
病
院
長
の
お
話
で
こ
の
さ

く
ら
病
院
に
赴
任
し
ま
し
た
が
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
た
シ
ス
テ
ム
に

浦
島
太
郎
と
い
う
か
裏
山
多
老
状
態
で

す
。

　

色
々
教
え
て
下
さ
い
。
で
も
す
ぐ
に

忘
れ
ま
す
。
だ
か
ら
同
じ
こ
と
を
質
問

し
ま
す
。
怒
ら
ず
に
教
え
て
下
さ
い
。

認
知
症
老
人
の
対
応
法
の
基
本
で
す
。

よ
ろ
し
く
。

　

当
院
で
は
平
成
20
年
11
月
17
日
よ
り
画
像
保
管
・
通
信
シ
ス
テ
ム
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）
を
導
入
し
、
画
像
検
査
で
の
フ
イ
ル
ム
使
用
を
や
め
、

専
用
の
高
解
像
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
診
断
を
始
め
ま
し
た
。

　

中
心
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
Ｘ
線
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｃ
Ｔ
の
画
像
デ

ー
タ
を
一
括
電
子
管
理
し
、
接
続
さ
れ
た
各
モ
ニ
タ
ー
で
保
管
さ

れ
て
い
る
す
べ
て
の
画
像
を
瞬
時
に
呼
び
出
し
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
同
じ
画
像
を
同
時
に
複
数
の
モ
ニ
タ
ー
で
見
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

先
に
導
入
し
た
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
紙
伝
票
や
フ
イ
ル
ム
の
移
動
時
間
が
削
減
さ
れ
診
察

時
間
も
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
の
フ
イ
ル
ム
記
録
も
専
用
の
読
み
取
り
装
置
で
電
子
記

録
に
変
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

　

さ
く
ら
病
院
内
に
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

る
の
は
御
存
じ
で
す
か
？

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
要
介
護
と
要
支
援

の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
を
対
象
に
日
常
生
活
の
自
立
及

び
在
宅
支
援
を
目
的
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
一
年
を
通
し
て
色
々
な
行
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
院
内
行
事
は
8
月
の
夏
祭
り
と
12
月
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
で
す
。
夏
祭
り
で
は
、
出
店
や
盆
踊
り
な
ど
で

夏
を
感
じ
て
頂
く
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
又
12
月
の
ク

リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
室
に
飾
り
付
け
を
し
、

歌
や
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
ゲ
ー
ム
等
提
供
し
て
お
り

ま
す
。
院
外
行
事
で
は
、
バ
ス
ハ
イ
ク
で
花
見
な
ど
の
企

画
を
し
、
利
用
者
様
に
ご
満
足
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

無
料
体
験
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
を
持
た

れ
た
方
は
是
非
ご
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
28
年
前
、
福
岡
日
赤
病
院
の
研
修
医
だ
っ
た
私

は
、
江
頭
先
生
ご
兄
弟
と
運
命
の
出
会
い
を
し
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年
4
月
1
日
、
江
頭
病
院
（
さ
く
ら
病
院
の
前

身
）
開
院
の
日
に
当
直
を
し
て
以
来
、
こ
の
片
江
の
地
で

江
頭
兄
弟
に
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
、
26
年
目
を
迎
え
た
さ
く
ら
病
院
の
新
年
会
に
お

招
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
ホ
テ
ル
の
宴
会
場
い
っ
ぱ
い
に
繰
り
広
げ
ら
れ

る
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
和
が
も
た
ら
す
温
か
さ
に
、
病
め

る
人
々
に
体
と
心
の
癒
し
を
提
供
す
る
喜
び
を
感
じ
取
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

福
岡
大
学
・
九
州
大
学
の
み
な
ら
ず
市
内
有
名
病
院
の

一
流
医
療
人
が
提
供
す
る
先
端
の
医
療
の
恩
恵
を
受
け
る

事
が
で
き
る
の
は
、
さ
く
ら
病
院
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト

で
す
。

　

お
膝
元
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
私
共
の
よ

う
な
零
細
医
療
機
関
に
と
っ
て
、
さ
く
ら
病
院
は
誠
に
頼

り
が
い
の
あ
る
存
在
で
あ
る
と
と
も
に
、
医
師
に
と
っ
て

も
不
可
欠
な
生
涯
学
習
の
場
と
な
る
オ
ア
シ
ス
と
い
え
ま

す
。

　

今
後
の
益
々
の
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

新
任
ご
あ
い
さ
つ

田
中
宏
明
内
科
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

内科・心療内科

渡邉　克己 医師

院長

田中 宏明 先生

福岡市城南区片江4-1-6
TEL 092-864-0007
http://www.hiroaki-clinic.jp

　

み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。

　

さ
く
ら
病
院
で
は
６
年
半
勤
務
し
、
昨
年
11
月
5
日

に
干
隈
2
丁
目
の
ス
ー
パ
ー
の
レ
ッ
ド
キ
ャ
ベ
ツ
横
で

開
業
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
で
戸
惑
う
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
一
人
一
人
の
患
者
さ

ん
を
一
生
懸
命
に
診
療
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

専
門
の
胃
腸
病
で
は
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
の
早
期

発
見
を
目
指
し
、
胃
カ
メ
ラ
、
大
腸
カ
メ
ラ
を
苦
し
く

な
い
よ
う
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
経
鼻
胃
カ
メ

ラ
を
常
備
し
、
希
望
に
よ
り
鎮
痛
剤
も
使
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
安
全
に
行
え
る
場
合
は
、
日
帰
り
で
の
ポ

リ
ー
プ
切
除
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
分
野
以
外
も
さ
く
ら
病
院
で
の
経
験
を
生
か
し

地
域
に
根
ざ
し
た
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
し
て
貢
献
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

禁
煙
治
療
、
メ
タ
ボ
検
診
を
始
め
各
種
検
診
な
ど
に

て
の
健
康
生
活
の
維
持
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
方
に

は
、
24
時
間
在
宅
支
援
を
行
い
生
活
の
手
伝
い
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
く
ら
病
院
を
は
じ
め
地
域
の
中
核
病
院
と
も
連
携

し
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
御
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

も
と
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

●

開
放
型
病
院
登
録
医
療
機
関
ご
紹
介
●

院長

本村 明 先生

福岡市城南区干隈2丁目8-28号
TEL 092-404-1584
http://www.motomuraclinic.com/ 通

所
リ
ハ
ビ
リ
紹
介

フ
イ
ル
ム
レ
ス
に
な
り
ま
し
た

フ
イ
ル
ム
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21年度を迎え白衣をChange.
ついでにロゴマークをいれてみました。

Yes, We Change! 
心も新たに頑張ります。



　春は進学や就職、また引越しなどで大きく環境が変化するシーズンですね。
せっかく努力して進学や就職を果たしたのに、がんばって転職したはずなのに、五月の連休明け頃にな
るとぼちぼちとなぜか会社や学校に行くのがおっくうになる人がでてきます、これを五月病と呼んでい
ます。もともとはこの頃に無気力になり欠席しやすくなる大学生に対しキャンパス内で五月病とつけた
のが始まりだったようです。
　五月病は医学的には適応障害と呼んでいます。新しい環境の変化に張り詰めて臨んでいた疲れが徐々
に出てきたり、理想と現実のギャップに悩んだりしたストレスが原因となっています。解決法としては、
周囲の人に積極的に気持を話して相談したり、仕事や学校以外の気分転換方法を新たにみつけたり、十
分に睡眠をとって疲れを取るのも必要です。「初めから上手くいかないのは
あたりまえ、時間をかけて馴れていければいい」と、ちょっと開き直って
少し気長に考えてみるのは大切かもしれません。
　新しく新人を迎える側の心がけとしては、ちょっとしたコミュニケー
ションの積み重ねが、新たな環境に悩む新人さんに安心感を与え、精神
的なストレスを和らげます。
　お互い忙しいなかにもちょっとした声かけが大事かと思います。不眠
が続き、食事ものどを通らず、遊びに行くのもおっくうになるほど
悩んでいる時はうつ状態となっている可能性もあります、長引く
ときは病院の受診もすすめてあげてください。

五月病について五月病について五月病について

さくらユニット雛祭りイベントにてさくらユニット雛祭りイベントにてさくらユニット雛祭りイベントにて
　3月のイベントである雛祭り会が、3月3日さくらユニットにて行われました。
　当日は沢山のボランティアさんがお手伝いして下さり、お雛人形の見守る中デイルームで会が催されま
した。車椅子の患者様やその御家族、中にはベッドのまま参加する患者様もおられました。状態からケー
キを食べられない患者様もいらっしゃいましたが、おひな祭りのデコレー
ションが施されたケーキを見て、笑顔で過ごされていました。
　可愛いケーキとお茶を楽しみながら、ボランティアさんの
オカリナ演奏に合わせ、雛祭りの歌や、季節の歌を歌い、楽しい
ひとときを過ごしました。
 スタッフ・患者様・御家族共に季節感を感じることができ、
 良い気分転換になったと思います。
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心療内科　村上修二 医師
　アロマクラブでは、精油を使った化粧水・ハンドクリ
ームを作ったり、芳香浴を楽しみながら　精油の薬理作
用や効果などの知識を学んでいます。
実は、精油にはすばらしい力が、秘められているのをご
存知ですか？

託
児
所
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案
内
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飯
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ラ
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佐
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様

だからこそ、私たちは様々なストレスで心身ともに疲
れたとき、アロマの香りを嗅ぐことでほっとするので
す。しかし、アロマクラブは、こんな難しいことばか
り勉強しているわけではありません。
　１日の勤務を終え、緊張した心身を西先生の優しい
お人柄と甘いスイーツとアロマの香りでとろけるよう
な癒しの時間を過ごしています。
　今までは、自分たちが癒されることで満足していま
したが、西先生の、職場のスタッフの皆さんの疲れを
癒してあげたいという願いと、今まで学んできたこと
を発表する場として、職場のスタッフの皆さんにハン
ドマッサージを体感していただこうと、現在ハンドマ
ッサージの練習中です。アロマの香りと私たちのタッ
チングで、疲れを癒しリフレッシュしていただき少し
でも働きやすい職場作りに役立てばと思っています。
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海外救急医療視察研修 1内科　安野　繁

　今年の2月7日より救急病院主催のハワイでの海外救急医療視察研修に参
加させてもらいました。
　研修内容はアメリカの保険制度の実際と問題点の説明、救急医療を行って
いる病院と日帰り手術を行っている病院の見学を行いました。アメリカの保
険制度は日本と違い各個人が数種類ある保険の中から選択して加入するとい
う形になっています。この保険料も日本よりも高額で、独身者の場合年間約
47万円かかります。家族単位となると100万円～200万円になります。
　保険の種類によってはカバーできる疾患の種類が違ったり、主治医もその
保険と提携している先生でないとだめなど日本と比べ複雑で、収入に占める
保険料の高さにも驚きました。見学したカピオラニメディカルセンターはハ
ワイでも2番目に忙しいERを持っている病床数116床の病院ですが年間3
万5千人の患者様が来院されるそうです。この研修で海外での医療制度や医
療の実際を学ぶ事ができ貴重な体験をしました。

平成20年度 さくら病院活動報告 平成20年度 入職者

7月

林 里美
宇都 千帆美

8月

山本 正子
外山 亜由美

10月

瀬尾 優子

11月

松山 章子
福重 妙
森永 由利香
山中 歩

平成21年1月

渡邉 克己
井上 美希子
佐々木 真理子

2月

正木 知世
吉村 里香

3月

右近 麻衣子
高橋 大史
富永 康一郎
中村 智恵子

12月

古賀 小百合
鶴田 渚美
古藤 由香

平成20年4月

吉瀬 由美
龍 みゆき
熊谷 哲也
飯盛 恵美
谷口 和嘉子
郡山 雄太
角屋 史猛
伊籐 拓

5月

田上 ひとみ
木下 身衣子

6月

松永 えり奈
相良 舞
辻野 久美
久野 和江
加峰 則子
竹山 美穂

H20年４月

  ６月

  ８月

10月

  11月

�
  12月

H21年1月

  2月

インターフェロン「検査医療機関」「治療医療機関」実施医療機関 登録
風疹・麻疹定期予防接種実施医療機関 登録
新人オリエンテーション（前期）

外来オーダリングシステム導入
第10回さくらフォーラム（KKR博多）
消防避難訓練

第10回さくらグループ業務改善コンテスト（山の上ホテル）
ビアパーティー（山の上ホテル）

ＩＳＯ更新審査
3内科 10：1看護体制 導入
新人オリエンテーション（後期）

電子画像システム 導入
クリーンベンチ 導入 中心静脈注射剤無菌的混合調剤 開始
日本医療機能評価V．5 受審　

地域モニター会 開催
消防非難訓練

訪問リハビリテーション「介護サービスの情報の公表」受審

新年会（ホテル日航福岡）

医療安全標語 医療安全標語 医療安全標語 
Ｈ20年11月医療安全週間において、患者様を中心としたチーム医療の推進を図る事を目的に、患者様及び御家族に標語を募集しました。
その結果、多数の公募があり投票の結果、赤司貞子様の「やさしさと信頼結び　桜咲き　医療安全　笑顔満開」に決定しました。
H21年2月9日（月）午後2時より応接室にて、医療安全責任者の山口看護部長より赤司様へ感謝状の授与を行いました。
［看護部長］
　　今回はとてもよい標語を作っていただきありがとうございました。
［赤司様］
　　まさか入賞するとは思いませんでした。嬉しいやら誇らしいやらです。川柳をちょこちょこ書いています。
　　ほっと出来る歌が好きですね。主人が入院している病棟にマリア様のように優しい看護師さんが
　　いるんですよ。「優しさはマリア様のように･･･」とか「たのもしいナースはいつもボインちゃん」
　　なんか色々と書いています。
［看護部長］
　　ユーモアと強さと優しさがありますね。又いろいろと気が付かれたことがあったら、
　　お知らせ下さい。
［赤司様］
　　先生と看護師が協力してよい医療が提供出来るようお祈りしております。

今回頂いた評語を１年間、院内に掲示して病院スタッフや患者様の医療安全への関心高まるよう
又医療安全に努めていきたいと思います。

　医療法人社団　江頭会　さくら病院は、顧客第一主義を基本理念として、良質の医療・介護サービスの提供と働きやすい職場づくり

の改善を継続的に行ってまいります。

そのために人間性、知識、技術の３点を合わせて、個々のレベル向上と個々を基盤とした確かな組織づくりを継続的に行ってまいり

ます。具体的には、以下の３点に集約し推進します。

�
１．�顧客のニーズと期待、及び法令・規制要求事項を把握し、これらに適切な医療・介護サービスを提供いたします。

２．さらに魅力ある医療・介護サービス提供を目指し、医療・介護サービスの有効性の継続的改善を行ってまいります。

３．顧客のプライバシー保護には特段の配慮を致し、手段については有効性の継続的改善を行ってまいります。

2005年3月22日　医療法人社団江頭会　さくら病院 理事長　江頭　啓介

１、一期一会を大切に
２、友愛ともにいたわりともに励ます
３、医療は信頼から
４、多忙な中にも対話を忘れずに
５、医療サービスは深い思いやりをもって

６、慢心は敵、安全医療に徹する
７、快適な職場づくりは
ひとりひとりの心掛けから

８、救急協力は無償の愛をもって
９、向上心をもって医療に取り組む
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受
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。

　

地
域
の
皆
様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
を

使
命
と
す
る
さ
く
ら
病
院
は
、こ
の
よ
う
な
考

え
方
に
基
づ
き
、こ
こ
に「
患
者
権
利
７
ケ
条
」

を
制
定
し
ま
す
。

　

さ
く
ら
病
院
は
、こ
の「
患
者
権
利
７
ケ
条
」

を
守
り
、患
者
様
の
医
療
に
対
す
る
主
体
的
な

参
加
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

1
、だ
れ
で
も
、ど
の
よ
う
な
病
気
に
か
か
っ
た

場
合
で
も
、良
質
な
医
療
を
公
平
に
受
け
る

権
利
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
く
ら
病
院
は
患
者
様
に
対
し
て
常
に
公
平

で
あ
る
と
と
も
に
、適
切
で
安
全
な
医
療
の
提

供
や
、医
療
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
知
識
・
技

の
研
鑚
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

2
、だ
れ
も
が
、一
人
の
人
間
と
し
て
、そ
の
人

格
、価
値
観
な
ど
を
尊
重
さ
れ
、医
療
提
供

者
と
の
相
互
の
協
力
関
係
の
も
と
で
医
療

を
受
け
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
く
ら
病
院
の
職
員
は
、患
者
様
の
個
々
の

人
格
や
価
値
観
な
ど
を
尊
重
し
、両
者
が
お
互

い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
医
療
を
つ
く
り
上
げ

て
い
く
よ
う
努
め
ま
す
。

3
、病
気
、検
査
、治
療
、見
通
し
な
ど
に
つ
い

て
、理
解
し
や
す
い
言
葉
や
方
法
で
、納
得

で
き
る
ま
で
十
分
な
説
明
と
情
報
を
受
け
、

治
療
方
法
を
自
分
の
意
思
で
選
ぶ
権
利
が

あ
り
ま
す
。

　

さ
く
ら
病
院
の
職
員
は
、患
者
様
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、患
者
様
の
理
解
を

助
け
、納
得
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

ま
す
。ま
た
、治
療
方
法
の
選
択
に
つ
い
て
は
患

者
様
の
意
思
を
尊
重
い
た
し
ま
す
。な
お
、別
の

医
師
の
意
見（
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
）を
お
聞

き
に
な
り
た
い
と
い
う
御
希
望
も
尊
重
い
た
し

ま
す
。

4
、自
分
の
診
療
記
録
の
開
示
を
求
め
る
権
利

が
あ
り
ま
す
。

　

患
者
様
と
さ
く
ら
病
院
は
診
療
情
報
を
共

有
し
つ
つ
、共
同
作
業
者
と
し
て
治
療
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

5
、診
療
の
過
程
で
得
ら
れ
た
個
人
情
報
の
秘

密
が
守
ら
れ
、病
院
内
で
の
私
的
な
生
活
を

可
能
な
限
り
他
人
に
さ
ら
さ
れ
ず
、乱
さ
れ

な
い
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
く
ら
病
院
は
、個
人
情
報
の
秘
密
の
保
持

や
私
生
活
を
み
だ
り
に
さ
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に

と
い
う
患
者
様
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
に
つ

い
て
、厳
正
に
取
り
扱
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

6
、納
得
で
き
る
医
療
を
受
け
る
た
め
に
、医

療
に
関
す
る
説
明
を
受
け
て
も
良
く
理
解

で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、充
分
理
解

で
き
る
ま
で
質
問
す
る
権
利
が
あ
り
、同
時

に
治
療
の
指
示
を
守
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

　

患
者
様
が
、治
療
等
に
関
す
る
十
分
な
説
明

や
情
報
提
供
に
よ
り
納
得
の
い
く
医
療
を
受
け

て
い
た
だ
く
た
め
に
、そ
し
て
治
療
法
等
を
自

分
の
意
思
で
選
択
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
何
度
で
も
さ
く
ら

病
院
職
員
に
質
問
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

7
、す
べ
て
の
患
者
様
が
適
切
な
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、患
者
様
に
は
、

他
の
患
者
様
の
治
療
や
病
院
職
員
に
よ
る

医
療
提
供
に
支
障
を
与
え
な
い
よ
う
に
配

慮
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

　

病
院
で
は
、職
員
が
数
多
く
の
患
者
様
に
様
々

な
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、患
者

様
は
通
常
の
社
会
生
活
に
は
な
い
制
約
を
受
け

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
の
こ
と
を

十
分
御
理
解
し
て
い
た
だ
き
、適
切
な
医
療
の

提
供
に
御
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

病院の診療指針病院の診療指針病院の診療指針病院の診療指針

品質方針品質方針

さ
く
ら
病
院
の
患
者
権
利
７
カ
条

看護サービスの基本理念

１、患者様との触れ合いを大切にし、安全で思い
やりのあるケアーを行う。

２、医師及び他部門と協働し、働きやすい職場
づくりを行う。

３、看護・介護の質の向上をめざし、自己研鑽を
重ねる。

４、地域・医療・福祉との連携を図り、継続した
ケアーが提供出来るよう取り組む。

５、社会の変化に対応し、柔軟な発想で業務改
善を行う。

決定決定決定



海外救急医療視察研修 1内科　安野　繁

　今年の2月7日より救急病院主催のハワイでの海外救急医療視察研修に参
加させてもらいました。
　研修内容はアメリカの保険制度の実際と問題点の説明、救急医療を行って
いる病院と日帰り手術を行っている病院の見学を行いました。アメリカの保
険制度は日本と違い各個人が数種類ある保険の中から選択して加入するとい
う形になっています。この保険料も日本よりも高額で、独身者の場合年間約
47万円かかります。家族単位となると100万円～200万円になります。
　保険の種類によってはカバーできる疾患の種類が違ったり、主治医もその
保険と提携している先生でないとだめなど日本と比べ複雑で、収入に占める
保険料の高さにも驚きました。見学したカピオラニメディカルセンターはハ
ワイでも2番目に忙しいERを持っている病床数116床の病院ですが年間3
万5千人の患者様が来院されるそうです。この研修で海外での医療制度や医
療の実際を学ぶ事ができ貴重な体験をしました。

平成20年度 さくら病院活動報告 平成20年度 入職者

7月

林 里美
宇都 千帆美

8月

山本 正子
外山 亜由美

10月

瀬尾 優子

11月

松山 章子
福重 妙
森永 由利香
山中 歩

平成21年1月

渡邉 克己
井上 美希子
佐々木 真理子

2月

正木 知世
吉村 里香

3月

右近 麻衣子
高橋 大史
富永 康一郎
中村 智恵子

12月

古賀 小百合
鶴田 渚美
古藤 由香

平成20年4月

吉瀬 由美
龍 みゆき
熊谷 哲也
飯盛 恵美
谷口 和嘉子
郡山 雄太
角屋 史猛
伊籐 拓

5月

田上 ひとみ
木下 身衣子

6月

松永 えり奈
相良 舞
辻野 久美
久野 和江
加峰 則子
竹山 美穂

H20年４月

  ６月

  ８月

10月

  11月

�
  12月

H21年1月

  2月

インターフェロン「検査医療機関」「治療医療機関」実施医療機関 登録
風疹・麻疹定期予防接種実施医療機関 登録
新人オリエンテーション（前期）

外来オーダリングシステム導入
第10回さくらフォーラム（KKR博多）
消防避難訓練

第10回さくらグループ業務改善コンテスト（山の上ホテル）
ビアパーティー（山の上ホテル）

ＩＳＯ更新審査
3内科 10：1看護体制 導入
新人オリエンテーション（後期）

電子画像システム 導入
クリーンベンチ 導入 中心静脈注射剤無菌的混合調剤 開始
日本医療機能評価V．5 受審　

地域モニター会 開催
消防非難訓練

訪問リハビリテーション「介護サービスの情報の公表」受審

新年会（ホテル日航福岡）

医療安全標語 医療安全標語 医療安全標語 
Ｈ20年11月医療安全週間において、患者様を中心としたチーム医療の推進を図る事を目的に、患者様及び御家族に標語を募集しました。
その結果、多数の公募があり投票の結果、赤司貞子様の「やさしさと信頼結び　桜咲き　医療安全　笑顔満開」に決定しました。
H21年2月9日（月）午後2時より応接室にて、医療安全責任者の山口看護部長より赤司様へ感謝状の授与を行いました。
［看護部長］
　　今回はとてもよい標語を作っていただきありがとうございました。
［赤司様］
　　まさか入賞するとは思いませんでした。嬉しいやら誇らしいやらです。川柳をちょこちょこ書いています。
　　ほっと出来る歌が好きですね。主人が入院している病棟にマリア様のように優しい看護師さんが
　　いるんですよ。「優しさはマリア様のように･･･」とか「たのもしいナースはいつもボインちゃん」
　　なんか色々と書いています。
［看護部長］
　　ユーモアと強さと優しさがありますね。又いろいろと気が付かれたことがあったら、
　　お知らせ下さい。
［赤司様］
　　先生と看護師が協力してよい医療が提供出来るようお祈りしております。

今回頂いた評語を１年間、院内に掲示して病院スタッフや患者様の医療安全への関心高まるよう
又医療安全に努めていきたいと思います。

　医療法人社団　江頭会　さくら病院は、顧客第一主義を基本理念として、良質の医療・介護サービスの提供と働きやすい職場づくり

の改善を継続的に行ってまいります。

そのために人間性、知識、技術の３点を合わせて、個々のレベル向上と個々を基盤とした確かな組織づくりを継続的に行ってまいり

ます。具体的には、以下の３点に集約し推進します。

�
１．�顧客のニーズと期待、及び法令・規制要求事項を把握し、これらに適切な医療・介護サービスを提供いたします。

２．さらに魅力ある医療・介護サービス提供を目指し、医療・介護サービスの有効性の継続的改善を行ってまいります。

３．顧客のプライバシー保護には特段の配慮を致し、手段については有効性の継続的改善を行ってまいります。

2005年3月22日　医療法人社団江頭会　さくら病院 理事長　江頭　啓介

１、一期一会を大切に
２、友愛ともにいたわりともに励ます
３、医療は信頼から
４、多忙な中にも対話を忘れずに
５、医療サービスは深い思いやりをもって

６、慢心は敵、安全医療に徹する
７、快適な職場づくりは
ひとりひとりの心掛けから

８、救急協力は無償の愛をもって
９、向上心をもって医療に取り組む
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に
取
り
扱
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

6
、納
得
で
き
る
医
療
を
受
け
る
た
め
に
、医

療
に
関
す
る
説
明
を
受
け
て
も
良
く
理
解

で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、充
分
理
解

で
き
る
ま
で
質
問
す
る
権
利
が
あ
り
、同
時

に
治
療
の
指
示
を
守
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

　

患
者
様
が
、治
療
等
に
関
す
る
十
分
な
説
明

や
情
報
提
供
に
よ
り
納
得
の
い
く
医
療
を
受
け

て
い
た
だ
く
た
め
に
、そ
し
て
治
療
法
等
を
自

分
の
意
思
で
選
択
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
何
度
で
も
さ
く
ら

病
院
職
員
に
質
問
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

7
、す
べ
て
の
患
者
様
が
適
切
な
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、患
者
様
に
は
、

他
の
患
者
様
の
治
療
や
病
院
職
員
に
よ
る

医
療
提
供
に
支
障
を
与
え
な
い
よ
う
に
配

慮
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

　

病
院
で
は
、職
員
が
数
多
く
の
患
者
様
に
様
々

な
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、患
者

様
は
通
常
の
社
会
生
活
に
は
な
い
制
約
を
受
け

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
の
こ
と
を

十
分
御
理
解
し
て
い
た
だ
き
、適
切
な
医
療
の

提
供
に
御
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

病院の診療指針病院の診療指針病院の診療指針病院の診療指針

品質方針品質方針

さ
く
ら
病
院
の
患
者
権
利
７
カ
条

看護サービスの基本理念

１、患者様との触れ合いを大切にし、安全で思い
やりのあるケアーを行う。

２、医師及び他部門と協働し、働きやすい職場
づくりを行う。

３、看護・介護の質の向上をめざし、自己研鑽を
重ねる。

４、地域・医療・福祉との連携を図り、継続した
ケアーが提供出来るよう取り組む。

５、社会の変化に対応し、柔軟な発想で業務改
善を行う。

決定決定決定



　春は進学や就職、また引越しなどで大きく環境が変化するシーズンですね。
せっかく努力して進学や就職を果たしたのに、がんばって転職したはずなのに、五月の連休明け頃にな
るとぼちぼちとなぜか会社や学校に行くのがおっくうになる人がでてきます、これを五月病と呼んでい
ます。もともとはこの頃に無気力になり欠席しやすくなる大学生に対しキャンパス内で五月病とつけた
のが始まりだったようです。
　五月病は医学的には適応障害と呼んでいます。新しい環境の変化に張り詰めて臨んでいた疲れが徐々
に出てきたり、理想と現実のギャップに悩んだりしたストレスが原因となっています。解決法としては、
周囲の人に積極的に気持を話して相談したり、仕事や学校以外の気分転換方法を新たにみつけたり、十
分に睡眠をとって疲れを取るのも必要です。「初めから上手くいかないのは
あたりまえ、時間をかけて馴れていければいい」と、ちょっと開き直って
少し気長に考えてみるのは大切かもしれません。
　新しく新人を迎える側の心がけとしては、ちょっとしたコミュニケー
ションの積み重ねが、新たな環境に悩む新人さんに安心感を与え、精神
的なストレスを和らげます。
　お互い忙しいなかにもちょっとした声かけが大事かと思います。不眠
が続き、食事ものどを通らず、遊びに行くのもおっくうになるほど
悩んでいる時はうつ状態となっている可能性もあります、長引く
ときは病院の受診もすすめてあげてください。

五月病について五月病について五月病について

さくらユニット雛祭りイベントにてさくらユニット雛祭りイベントにてさくらユニット雛祭りイベントにて
　3月のイベントである雛祭り会が、3月3日さくらユニットにて行われました。
　当日は沢山のボランティアさんがお手伝いして下さり、お雛人形の見守る中デイルームで会が催されま
した。車椅子の患者様やその御家族、中にはベッドのまま参加する患者様もおられました。状態からケー
キを食べられない患者様もいらっしゃいましたが、おひな祭りのデコレー
ションが施されたケーキを見て、笑顔で過ごされていました。
　可愛いケーキとお茶を楽しみながら、ボランティアさんの
オカリナ演奏に合わせ、雛祭りの歌や、季節の歌を歌い、楽しい
ひとときを過ごしました。
 スタッフ・患者様・御家族共に季節感を感じることができ、
 良い気分転換になったと思います。

　

患
者
様
O
さ
ん
（
以
下
家
族
を
含
む
）
が
数
年
前
「
さ
く

ら
病
院
」
に
入
院
さ
れ
本
年
一
月
に
転
院
さ
れ
ま
し
た
事
か

ら
こ
の
ペ
ン
を
起
し
ま
す
。

　

O
さ
ん
は
住
み
慣
れ
た
「
さ
く
ら
病
院
」
か
ら
一
月
中
旬

よ
り
全
く
初
対
面
の
方
々
に
お
世
話
に
な
る
「
T
病
院
」
へ

（
あ
る
意
味
で
は
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
）
転
院
す
る

事
に
な
り
、
私
は
O
さ
ん
の
心
情
を
察
し
て
大
変
淋
し
い
思

い
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
索
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
転
院
さ
れ
た
四
〜
五
日
後
に
「
T
病
院
」
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

私
が
想
像
し
て
い
た
以
上
に
淋
し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た

と
同
時
に
O
さ
ん
は
私
の
訪
問
に
大
変
ビ
ッ
ク
リ
し
て
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。
O
さ
ん
に
と
っ
て
は
私
が
転
院
先
ま
で
来

る
と
は
考
え
も
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
話
す
事
が
私
の
本
旨
で
す
。

　

一
月
迄
第
三
内
科
担
当
の
方
々
が
誠
心
誠
意
看
護
、
介
護

に
当
ら
れ
た
事
に
対
し
て
疑
う
余
地
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
常
日
頃
第
三
内
科
の
方
々
と
接
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

転
院
に
よ
り
直
接
的
看
護
、
介
護
は
出
来
な
く
な
り
ま
し
た

が
転
院
に
よ
り
O
さ
ん
の
事
は
全
く
「
終
り
」
で
は
な
い
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
出
来
る
事
は
有
り
ま
す
。

そ
れ
は
O
さ
ん
に
対
す
る
「
心
の
ケ
ア
」

　

私
は
第
三
内
科
の
方
々
に
呼
掛
け
て
O
さ
ん
に
ど
ん
な
事

で
も
よ
い
の
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
下
さ
い
と
依
頼
し
て

一
週
間
後
に
取
り
ま
と
め
早
速
O
さ
ん
に
届
け
ま
し
た
と
こ

ろ
ま
た
ま
た
ビ
ッ
ク
リ
仰
天
、
思
わ
ず
O
さ
ん
の
頬
が
弛
み

ま
し
た
。
永
年
闘
病
生
活
を
し
て
い
る
多
く
の
患
者
様
は
笑

う
事
を
忘
れ
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
も
の
で
す
。（
こ
れ
こ
そ

心
の
ケ
ア
）

　

敢
え
て
第
三
内
科
の
方
々
に
申
し
上
げ
た
い
事
は
、
わ
ず

か
三
〜
四
行
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
事
は
も
う
忘
れ
て
い

る
事
で
し
ょ
う
、
私
が
訪
問
し
て
い
る
事
も
私
に
と
っ
て
は

小
さ
い
事
で
す
が
、
こ
の
事
象
が
O
さ
ん
の
心
に
入
っ
た
時

は
と
て
も
と
て
も
大
き
な
嬉
し
さ
と
喜
び
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

転
院
し
た
後
も
私
達
の
事
（
O
さ
ん
一
家
）
を
気
遣
っ
て

く
れ
て
い
る
事
は
O
さ
ん
に
と
っ
て
「
九
牛
の
一
毛
」
で
は

な
い
の
で
す
。
そ
の
事
に
第
三
内
科
の
方
々
に
気
づ
い
て
ほ

し
か
っ
た
の
で
す
。

　

私
は
今
後
も
一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
第
三
内
科
の
方
々

と
O
さ
ん
の
間
に
入
っ
て
心
の
接
着
剤
の
役
割
を
果
た
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

後
記

　

今
後
と
も
時
々
転
院
さ
れ
る
患
者
様
が
発
生
す
る
事
で
し

ょ
う
。
そ
の
時
は
そ
れ
で
全
て
終
り
で
は
な
い
事
を
申
し
上

げ
た
か
っ
た
の
で
こ
の
拙
文
を
記
し
ま
し
た
。

　

で
は
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　

託
児
所
で
は
、
保
育
室
の
環
境
構
成
に
四
季
折

々
の
物
を
取
り
入
れ
る
様
、
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

３
月
は
桃
の
節
句
。
今
、
保
育
室
に
は
手
作
り

の
ひ
な
飾
り
で
溢
れ
て
い
ま
す
。
子
供
達
は
環
境

の
変
化
に
す
ぐ
に
気
付
き
、
指
を
指
し
て
声
を
上

げ
た
り
、
ひ
な
祭
り
の
歌
を
歌
っ
て
踊
っ
た
り
し

ま
す
。

　

周
囲
の
友
達
や
保
育
士
と
共
鳴
し
な
が
ら
、
興

味
や
関
心
を
広
げ
、
自
ら
環
境
に
関
わ
る
意
欲
を

高
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
中
で
少
し
ず
つ
自
分
の
感
覚
を
用
い
て
季

節
の
変
化
を
感
じ
取
っ
て
い
く
事
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
環
境
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
成
長
・

発
達
し
て
い
く
子
供
に
と
っ
て
、
最
も
身
近
な
人

的
環
境
で
あ
る
私
た
ち
保
育
士
の
存
在
の
重
要
性

を
常
に
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

安
定
し
た
情
緒
の
下
で
、
周
囲
の
環
境
に
興
味
・

関
心
を
向
け
、
盛
ん
に
探
索
活
動
を
し
て
い
け
る

様
、
こ
れ
か
ら
も
見
守
り
援
助
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

材
料　

白
御
飯　
　
　
　
　
　

適
量

　
　
　

味
付
き
な
め
た
け　
　

適
量

　
　
　

か
つ
お
フ
レ
ー
ク

　
　
　
　

サ
ラ
ダ
油
漬
け　
　

適
量

　
　
　
　

ね
ぎ
又
は
し
そ　
　

好
み

　
　
　
　

錦
糸
卵

　
　
　
　

・
紅
し
ょ
う
が　
　

彩
り

作
り
方

　
　
　

か
つ
お
フ
レ
ー
ク
サ
ラ
ダ
油

　
　
　

漬
け
の
油
は
切
っ
て
お
く
。

　
　
　

白
御
飯
に
味
付
き
な
め
た
け

　
　
　

と
油
を
切
っ
た
か
つ
お
フ
レ

　
　
　

ー
ク
サ
ラ
ダ
油
漬
け
を
入
れ

　
　
　

て
混
ぜ
る
だ
け
。
（
好
み
で

　
　
　

ね
ぎ
・
し
そ
を
）

　
　
　

味
の
調
整
は
味
付
き
な
め
た

　
　
　

け
の
量
で
行
な
う
。

　
　
　

最
後
に
彩
り
で
錦
糸
卵
・
紅

　
　
　

し
ょ
う
が
を
添
え
る
。

　
　
　

油
を
好
ま
な
い
方
は
水
煮
の

　
　
　

か
つ
お
フ
レ
ー
ク
缶
を
使
用

　
　
　

し
ま
す
。

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

第
三
内
科
で
の
あ
る
で
き
ご
と

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

第
三
内
科
で
の
あ
る
で
き
ご
と

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

第
三
内
科
で
の
あ
る
で
き
ご
と

オ
ー

オ
ー

オ
ー

オ
ー

オ
ー

オ
ー

オ
ー

オ
ー

オ
ー

オ
ー

オ
ー

オ
ー

オ
ー

オ
ー

心療内科　村上修二 医師
　アロマクラブでは、精油を使った化粧水・ハンドクリ
ームを作ったり、芳香浴を楽しみながら　精油の薬理作
用や効果などの知識を学んでいます。
実は、精油にはすばらしい力が、秘められているのをご
存知ですか？

託
児
所
の
ご
案
内

な

め

た

け

御

飯

な

め

た

け

御

飯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

佐
藤 

弘
幸 

様

だからこそ、私たちは様々なストレスで心身ともに疲
れたとき、アロマの香りを嗅ぐことでほっとするので
す。しかし、アロマクラブは、こんな難しいことばか
り勉強しているわけではありません。
　１日の勤務を終え、緊張した心身を西先生の優しい
お人柄と甘いスイーツとアロマの香りでとろけるよう
な癒しの時間を過ごしています。
　今までは、自分たちが癒されることで満足していま
したが、西先生の、職場のスタッフの皆さんの疲れを
癒してあげたいという願いと、今まで学んできたこと
を発表する場として、職場のスタッフの皆さんにハン
ドマッサージを体感していただこうと、現在ハンドマ
ッサージの練習中です。アロマの香りと私たちのタッ
チングで、疲れを癒しリフレッシュしていただき少し
でも働きやすい職場作りに役立てばと思っています。

お
す
す
め
簡
単
レ
シ
ピ

お
す
す
め
簡
単
レ
シ
ピ

お
す
す
め
簡
単
レ
シ
ピ

寄
稿



　

１
月
１９
日
に
入
職
し
ま
し
た
。
だ
か

ら
と
い
っ
て
「
救
急
専
門
」
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

「
専
門
は
何
科
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ

る
と
「
な
ー
ん
も
、
せ
ん
も
ん
」
と
答

え
て
い
ま
す
。

　

一
応
若
い
と
き
は
心
身
医
学
（
心
療

内
科
）
を
九
大
で
９
年
、
山
口
大
で
14

年
間
教
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
赴
任
す
る
前
は
阿
蘇
産
山
村

診
療
所
で
、
聴
診
器
・
血
圧
計
・
心
電

図
を
軸
に
村
民
の
健
康
管
理
を
し
て
い

ま
し
た
。
携
帯
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も

無
縁
の
生
活
で
し
た
。

　

久
保
九
大
病
院
長
の
お
話
で
こ
の
さ

く
ら
病
院
に
赴
任
し
ま
し
た
が
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
た
シ
ス
テ
ム
に

浦
島
太
郎
と
い
う
か
裏
山
多
老
状
態
で

す
。

　

色
々
教
え
て
下
さ
い
。
で
も
す
ぐ
に

忘
れ
ま
す
。
だ
か
ら
同
じ
こ
と
を
質
問

し
ま
す
。
怒
ら
ず
に
教
え
て
下
さ
い
。

認
知
症
老
人
の
対
応
法
の
基
本
で
す
。

よ
ろ
し
く
。

　

当
院
で
は
平
成
20
年
11
月
17
日
よ
り
画
像
保
管
・
通
信
シ
ス
テ
ム

（
Ｐ
Ａ
ＣS

：P
ic

tu
re

 A
rc

h
ivin

g
 a

n
d

 C
o

m
m

u
n

ic
a

tio
n

 

S
yste

m

）
を
導
入
し
、
画
像
検
査
で
の
フ
イ
ル
ム
使
用
を
や
め
、

専
用
の
高
解
像
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
診
断
を
始
め
ま
し
た
。

　

中
心
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
Ｘ
線
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｃ
Ｔ
の
画
像
デ

ー
タ
を
一
括
電
子
管
理
し
、
接
続
さ
れ
た
各
モ
ニ
タ
ー
で
保
管
さ

れ
て
い
る
す
べ
て
の
画
像
を
瞬
時
に
呼
び
出
し
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
同
じ
画
像
を
同
時
に
複
数
の
モ
ニ
タ
ー
で
見
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

先
に
導
入
し
た
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
紙
伝
票
や
フ
イ
ル
ム
の
移
動
時
間
が
削
減
さ
れ
診
察

時
間
も
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
の
フ
イ
ル
ム
記
録
も
専
用
の
読
み
取
り
装
置
で
電
子
記

録
に
変
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

　

さ
く
ら
病
院
内
に
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

る
の
は
御
存
じ
で
す
か
？

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
要
介
護
と
要
支
援

の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
を
対
象
に
日
常
生
活
の
自
立
及

び
在
宅
支
援
を
目
的
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
一
年
を
通
し
て
色
々
な
行
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
院
内
行
事
は
8
月
の
夏
祭
り
と
12
月
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
で
す
。
夏
祭
り
で
は
、
出
店
や
盆
踊
り
な
ど
で

夏
を
感
じ
て
頂
く
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
又
12
月
の
ク

リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
室
に
飾
り
付
け
を
し
、

歌
や
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
ゲ
ー
ム
等
提
供
し
て
お
り

ま
す
。
院
外
行
事
で
は
、
バ
ス
ハ
イ
ク
で
花
見
な
ど
の
企

画
を
し
、
利
用
者
様
に
ご
満
足
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

無
料
体
験
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
を
持
た

れ
た
方
は
是
非
ご
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
28
年
前
、
福
岡
日
赤
病
院
の
研
修
医
だ
っ
た
私

は
、
江
頭
先
生
ご
兄
弟
と
運
命
の
出
会
い
を
し
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年
4
月
1
日
、
江
頭
病
院
（
さ
く
ら
病
院
の
前

身
）
開
院
の
日
に
当
直
を
し
て
以
来
、
こ
の
片
江
の
地
で

江
頭
兄
弟
に
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
、
26
年
目
を
迎
え
た
さ
く
ら
病
院
の
新
年
会
に
お

招
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
ホ
テ
ル
の
宴
会
場
い
っ
ぱ
い
に
繰
り
広
げ
ら
れ

る
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
和
が
も
た
ら
す
温
か
さ
に
、
病
め

る
人
々
に
体
と
心
の
癒
し
を
提
供
す
る
喜
び
を
感
じ
取
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

福
岡
大
学
・
九
州
大
学
の
み
な
ら
ず
市
内
有
名
病
院
の

一
流
医
療
人
が
提
供
す
る
先
端
の
医
療
の
恩
恵
を
受
け
る

事
が
で
き
る
の
は
、
さ
く
ら
病
院
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト

で
す
。

　

お
膝
元
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
私
共
の
よ

う
な
零
細
医
療
機
関
に
と
っ
て
、
さ
く
ら
病
院
は
誠
に
頼

り
が
い
の
あ
る
存
在
で
あ
る
と
と
も
に
、
医
師
に
と
っ
て

も
不
可
欠
な
生
涯
学
習
の
場
と
な
る
オ
ア
シ
ス
と
い
え
ま

す
。

　

今
後
の
益
々
の
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

新
任
ご
あ
い
さ
つ

田
中
宏
明
内
科
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

内科・心療内科

渡邉　克己 医師

院長

田中 宏明 先生

福岡市城南区片江4-1-6
TEL 092-864-0007
http://www.hiroaki-clinic.jp

　

み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。

　

さ
く
ら
病
院
で
は
６
年
半
勤
務
し
、
昨
年
11
月
5
日

に
干
隈
2
丁
目
の
ス
ー
パ
ー
の
レ
ッ
ド
キ
ャ
ベ
ツ
横
で

開
業
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
で
戸
惑
う
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
一
人
一
人
の
患
者
さ

ん
を
一
生
懸
命
に
診
療
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

専
門
の
胃
腸
病
で
は
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
の
早
期

発
見
を
目
指
し
、
胃
カ
メ
ラ
、
大
腸
カ
メ
ラ
を
苦
し
く

な
い
よ
う
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
経
鼻
胃
カ
メ

ラ
を
常
備
し
、
希
望
に
よ
り
鎮
痛
剤
も
使
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
安
全
に
行
え
る
場
合
は
、
日
帰
り
で
の
ポ

リ
ー
プ
切
除
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
分
野
以
外
も
さ
く
ら
病
院
で
の
経
験
を
生
か
し

地
域
に
根
ざ
し
た
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
し
て
貢
献
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

禁
煙
治
療
、
メ
タ
ボ
検
診
を
始
め
各
種
検
診
な
ど
に

て
の
健
康
生
活
の
維
持
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
方
に

は
、
24
時
間
在
宅
支
援
を
行
い
生
活
の
手
伝
い
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
く
ら
病
院
を
は
じ
め
地
域
の
中
核
病
院
と
も
連
携

し
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
御
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

も
と
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

●

開
放
型
病
院
登
録
医
療
機
関
ご
紹
介
●

院長

本村 明 先生

福岡市城南区干隈2丁目8-28号
TEL 092-404-1584
http://www.motomuraclinic.com/ 通

所
リ
ハ
ビ
リ
紹
介

フ
イ
ル
ム
レ
ス
に
な
り
ま
し
た

フ
イ
ル
ム
レ
ス
に
な
り
ま
し
た

フ
イ
ル
ム
レ
ス
に
な
り
ま
し
た

21年度を迎え白衣をChange.
ついでにロゴマークをいれてみました。

Yes, We Change! 
心も新たに頑張ります。



　　健・康・通・信
　　健・康・通・信

 さくらだより さくらだよりご自由にお持ち帰りください

日本医療機能評価機構認定

さくら病院の理念

愛の心と確かな医療技術を以って社会に奉仕する。Vol.32Vol.32
地域の病院・診療所と連携をとるために医療連携室を設けております。
患者様の病気や症状に応じ、“診療所と病院”、“病院と病院”、“病院・診療所と特定機能病院”が
連携を密にし、患者様へ適切な治療を行えるよう、検査・入院体制を整備しています。

「医療連携室」「医療相談室」のご案内

■さくら病院では、セカンドオピニオンのご相談にも
　応じています。まずは、お電話でお問合わせください。

病診・病病連携のご案内【　　　　　　　　　　　】

〒814-0142　福岡市城南区片江4丁目16-15
E-mail:info@sakurahp.or.jp

TEL092-864-1212　FAX092-865-4570
ホームページ：http://www.sakurahp.or.jp/

(12月1 日ホームページを更新いたしました)
(事 務 所   T E L  0 9 2 - 8 0 1 - 7 3 8 6 )

外  来  診  察  表

さくら病院では「医療連携室」と「医療相談室」を２つの柱として相談窓口業務を行っています。

どうぞお気軽にご相談ください。

在宅医療介護センターさくら
医療法人社団　江頭会　さくら病院 社会福祉法人　桜花会

特別養護老人ホーム

高齢者安心ハウス

ライフケアしかた
社会福祉法人　桜花会

ライフケア大手門 あっとほーむ片江桜花会

2009年 4月

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

さくら病院　院長

江頭　啓介

江頭（芳）
総合診療科／脳卒中・胃腸科

楠原
内科／消化器科（肝臓）

八坂
内科／胃腸科

秋満
内科／循環器

村上
内科／心療内科

村上
内科／心療内科

岡田
内科／胃腸科

王寺
内科／胃腸科

秋満
内科/循環器

秋満
内科/循環器

一瀬
内科／胃腸科

西本
内科／胃腸科

西本
内科／胃腸科

楠原
内科／消化器科（肝臓）

石津
内科／血液・腫瘍

佐々木(靖)
循環器（隔週）

安部
脳神経外科

王寺
内科／胃腸科

辰島
内科／心療内科

王寺
内科／胃腸科

井上
神経内科外来

秋満
循環器外来

馬場
神経内科外来

石津
血液・腫瘍外来

佐々木(靖)
循環器外来

渡辺
呼吸器内科外来

岡崎
放射線科外来

楠原
肝臓外来

早田
肝臓外来

安部
脳神経外科

楠原
内科／消化器科（肝臓）

大隈
内科／糖尿病外科

江頭（芳）
総合診療科／脳卒中・胃腸科

江頭（芳）
総合診療科／脳卒中・胃腸科

江頭（芳）
総合診療科／脳卒中・胃腸科

江頭（芳）
総合診療科／脳卒中・胃腸科

江頭（啓）
総合診療科／東洋医学科

江頭（啓）
総合診療科／東洋医学科

江頭（啓）
総合診療科／東洋医学科

江頭（啓）
総合診療科／東洋医学科

江頭（啓）
総合診療科／東洋医学科

第１
診察室
第２

診察室
第３

診察室
第１

診察室
第２

診察室
第３

診察室
第５

診察室

福
大
病
院

福
岡
大
学

至六本松

島廻橋福大大地通り

福
大
病
院
東
口

長野町
南片江

堤

福大前

至油山

地下鉄七隈線至西新

福
大
前
駅

七
隈
駅

梅林駅
野芥

梅林

国
道
2
6
3
号
線

外環状線
至橋本

至三瀬

福
大
前

城南市民センター
片江
小学校
片江
小学校

観
光
道
路

福大トンネル福大トンネル

さくら病院
南
片
江

フタバ図書フタバ図書
野芥IC 堤IC

さくら
病院

フタバ
図書

薬局

Ｐ

セブンイレブン長野町
バス停

■ 地下鉄七隈線
（福大前下車、1番出口より徒歩10分）

■バス（西鉄バス長野町バス停下車）
　西鉄バス系統番号
　（天神方面より）　12,13,14,114,140番
　（西新・飯倉方面より）　95番
　（博多駅方面より）　12,13,16,18,64,114,140番
　（桧原・片江方面より）　 ６，12,13,14,16,18
　　　　　　　　　　64,95番

■車（病院裏手に専用駐車場があります。）
　天神より約30分・堤ICより約５分

病院までの交通アクセス

　

昨
年（
Ｈ
２０
年
）４

月
か
ら
法
律
が
変
わ

り
、
従
来
の
ミ
ニ
ド
ッ

ク
に
か
わ
っ
て
健
診

（
特
定
健
診
）
と
医

師
や
栄
養
士
な
ど
に

よ
る
保
険
指
導
（
特
定
保
健
指
導
）
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
内
臓
脂
肪
症
候

群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
を
治

し
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
、
国
民
の
健

康
を
増
進
す
る
た
め
に
始
め
ら
れ
た
制
度
で

す
。

　

こ
れ
に
よ
り
ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
己
管
理

へ
の
意
識
が
高
ま
る
事
に
よ
っ
て
、
肥
満
や

高
血
圧
・
糖
尿
病
が
少
な
く
な
る
事
を
国
は

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

私
共
は
誰
も
が
自
分
が
健
康
で
元
気
で
生

活
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
が
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
人
生
観
や
生
き
る
価
値
観
は
同
じ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

暮
ら
し
方
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
の
で
、
特

定
保
健
指
導
で
日
常
生
活
の
ス
タ
イ
ル
を
強

制
的
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
は
余
り
気
持
ち
の

良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
健
診
が
自
己
責
任
と
い
う
よ
り
、
自

分
の
生
き
方
に
あ
っ
た
健
康
法
を
み
つ
け
る

自
己
啓
発
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
良
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
是
非
、
特
定
健
診
を
受
け
て
み
て

下
さ
い
。

早田
内科消化器科（肝臓）

「医療連携室」
　患者様へ適切な医療の提供が行えるよう、地域の診療所や病院、
　在宅サービス事業所等との連携に努めています。

「医療相談室」
　退院後の生活に対する不安、福祉や介護サービスについて、経済的な問題、
　入院相談等についての相談を承っています。お気軽にお声をおかけ下さい。
医療連携・相談室　TEL　092-864-1212　FAX　092-865-4570
担当者　　医療連携室長　楠原　浩之　
　　　　　在宅部事務長　南里　幸嗣
　　　　　医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ　小川　美和
　　　　　　　　　　　　松山　章子

相談受付　
　平　日　午前9:00～午後5:00
　土曜日　午前9:00～午後12:30
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